
 

 

2014年度 APIR・GRIPS共催セミナー企画 

新段階に入った中小企業の海外展開支援 

―「つながり力」を高める支援策・グッドプラクティス・提言― 

 

■日時 2014年7月8日（火） 14:00～17:30 （13:30受付開始） 

 

■会場 政策研究大学院大学（GRIPS） １階会議室 1A・1B 

 

■プログラム 

14：00～14：20 ご挨拶・冒頭報告 

主催者ご挨拶 

――橋本 嘉之（一般財団法人アジア太平洋研究所（APIR）事務局次長） 

本研究の問題意識と主なメッセージ 

――大野 泉（政策研究大学院大学（GRIPS）教授/APIRリサーチリーダー） 

 

14：20～15：20 地域に根ざした海外進出支援のあり方 

報告①： ものづくり中小企業の海外進出と地方自治体の役割 

――領家 誠氏（大阪府商工労働部中小企業室ものづくり支援課参事） 

報告②： 神戸市の取り組み、「寄り添い型」による中小企業の海外進出支援 

――檀特 竜王氏（神戸市アジア進出支援センター所長） 

質疑応答（10分） 

 

15：20～16：20 相手国との共創プロセスを通じた海外展開 

報告③： 横浜市の公民連携による国際技術協力（Y-PORT事業） 

――橋本 徹氏（横浜市政策局共創推進室国際技術協力担当部長） 

報告④： 北九州の経験にもとづく環境国際協力と地域産業発展 

――麻原 伴治氏（公財・北九州国際技術協力協会（KITA）技術協力部長） 

質疑応答（10分） 

～休憩～ 

 

16：30～17：30 パネル・ディスカッション（モデレーター：大野泉GRIPS） 

冒頭コメント： 

―木ノ本 知弘氏（中小企業庁経営支援部  創業・新事業促進課/海外展開支援室 課長補佐） 

―江種 利文氏（JICA国内事業部中小企業支援調査課長） 

報告者とともにディスカッション、会場との質疑応答 

 

～閉会～ 


